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平成２６年第６回羽幌町議会定例会会議録 

 

〇議事日程（第２号） 

平成２６年９月１８日（木曜日） 午前１０時００分開議 

 

第 １ 会議録署名議員の指名                           

第 ２ 諸般の報告                                

第 ３ 認定第 １号 平成２５年度羽幌町一般会計歳入歳出決算認定について     

第 ４ 認定第 ２号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

           について                          

第 ５ 認定第 ３号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に 

           ついて                           

第 ６ 認定第 ４号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

第 ７ 認定第 ５号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て                             

第 ８ 認定第 ６号 平成２５年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

第 ９ 認定第 ７号 平成２５年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

第１０ 認定第 ８号 平成２５年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 

第１１ 発議第 ７号 羽幌町各会計決算特別委員会の設置並びに委員の選任について  

〇追加日程 

第 １ 認定第 １号 平成２５年度羽幌町一般会計歳入歳出決算認定について     

           （決算特別委員会審査報告）                 

第 ２ 認定第 ２号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 

           について                          

           （決算特別委員会審査報告）                 

第 ３ 認定第 ３号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に 

           ついて                           

           （決算特別委員会審査報告）                 

第 ４ 認定第 ４号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

           （決算特別委員会審査報告）                 

第 ５ 認定第 ５号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

           て                              



 - 40 - 

           （決算特別委員会審査報告）                 

第 ６ 認定第 ６号 平成２５年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

           （決算特別委員会審査報告）                 

第 ７ 認定第 ７号 平成２５年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

           いて                            

           （決算特別委員会審査報告）                 

第 ８ 認定第 ８号 平成２５年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 

           （決算特別委員会審査報告）                 

第 ９ 発議第 ８号 議員の派遣について                     

第１０ 発議第 ９号 各委員会の閉会中の継続調査及び審査について         

第１１ 意見案第４号 林業々木材産業の成長産業化に向けた施策の充実々強化を求める 

           意見書の提出について                    

第１２ 意見案第５号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書の 

           提出について                        

第１３ 意見案第６号 「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書の提出について   
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    ◎開議の宣告 

〇議長（室田憲作君） これから本日の会議を開きます。 

 

（午前１０時００分） 

 

    ◎会議録署名議員の指名 

〇議長（室田憲作君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定によって、 

   ２番 金 木 直 文 君    ３番 小 寺 光 一 君 

を指名します。 

 

    ◎諸般の報告 

〇議長（室田憲作君） 日程第２、諸般の報告を行います。 

 本日の欠席並びに遅刻届はありません。 

 会議規則第２１条の規定により、本日の議事日程表は配付いたしましたので、ご了承願

います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 

    ◎認定第１号～認定第８号、発議第７号 

〇議長（室田憲作君） 日程第３、認定第１号 平成２５年度羽幌町一般会計歳入歳出決

算認定について、日程第４、認定第２号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算認定について、日程第５、認定第３号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算認定について、日程第６、認定第４号 平成２５年度羽幌町介護保

険事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第７、認定第５号 平成２５年度羽幌町

下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第８、認定第６号 平成２５年度羽

幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第９、認定第７号 平成２５

年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定について、日程第１０、認定第８号 

平成２５年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について、日程第１１、発議第７

号 羽幌町各会計決算特別委員会の設置並びに委員の選任について、以上９件を一括議題

とします。 

 先に、認定第１号から認定第８号までの提案理由の説明を求めます。 

 町長、舟橋泰博君。 

〇町長（舟橋泰博君） 平成２５年度羽幌町各会計の決算認定をご提案するに当たりまし

て、その概要をご説明いたします。 

 資料については、羽幌町各会計決算認定資料に基づきご説明をいたします。一般会計で

は、歳入決算額６０億２〃３９３万７〃６８３円、歳出決算額５８億１〃２９８万７〃６
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１９円、差し引き剰余金２億１〃０９５万６４円となっておりますが、初めに歳入の主な

ものについてご説明いたします。収入の約５割を占める地方交付税は約３２億８〃０００

万円で、前年対比３〃１２３万円、０〄９％の減は、特別交付税において離島航路欠損補

助金が船舶の減価償却費や船員費などの減少に伴い減額となったものでございます。町税

については約７億１〃６００万円、前年対比１〃２０９万円、１〄７％の増は、たばこ税

の税率改正によるものでございます。国庫支出金及び道支出金につきましては、事業費の

増減により変動しており、歳入合計では前年度より約９〃０００万円減少しております。 

 次に、歳出でありますが、性質別に主な経費の内容について説明いたします。投資的経

費は約７億４〃１００万円、前年対比１億８〃６００万円減となっておりますが、その理

由として減少したものは、農業振興事業として小麦や米穀乾燥調製貯蔵施設整備事業補助、

水産業振興事業として北るもい漁業協同組合水産物荷さばき施設及び事務所整備事業補助、

医療対策事業としてドクターヘリ施設整備工事、社会教育施設整備事業として総合体育館

屋根改修などでございます。増加したものは、子育て支援対策事業として就学前児童施設

整備事業補助や農業振興事業として農業振興センター整備補助、社会体育事業としてスキ

ー場圧雪車購入などでございます。人件費は約１０億１〃４００万円、前年対比２〃４０

０万円減となっており、職員の給料や共済費等の減少が主なものでございます。公債費は

約７億９〃１００万円、前年対比２〃６００万円減となっており、元金償還金約１〃６０

０万円、利子償還金約１〃０００万円が減少しております。歳出決算額では約５８億円と

なり、前年度比較約１億６〃５００万円、２〄８％の減額となっております。 

 次に、特別会計でございますが、担当課長から説明をさせますので、私のほうからの説

明は省略させていただきます。 

 水道事業会計のご説明をいたします。収益的収支の収入では、給水人口の減少及び北る

もい漁業協同組合の移転や商業施設の使用量減少の影響により有収水量が２〄７％減少い

たしております。２４年度との営業収益を比べますと５９４万４〃５２０円の減額となっ

た一方、支出においても繰上償還に伴う企業債支払利息の減少などにより支出全体で６６

５万２〃９５３円の減額となり、結果損益計算書では３〃３５８万７〃４１２円の純利益

が生じたところでございます。次に、資本的収支では、栄町地区配水管布設など建設改良

費で１〃３１６万７〃０００円、企業債償還金が５〃０２９万６〃７７２円で、支出総額

は６〃３４６万３〃７７２円となっております。それに対して収入がありませんので、不

足いたします全額を留保資金等で補填いたしたものでございます。 

 次に、普通会計の財政指標等の状況についてご説明いたします。まず、財政構造の弾力

性を示します経常収支比率は８２％であり、平成２４年度より０〄９ポイント増加してお

りますが、委託料等の物件費や特別養護老人ホーム建設による介護保険事業特別会計への

繰出金増加によるものが主なものでございます。また、地方公共団体の財政の健全化に関

する法律に基づく健全化判断比率及び公営企業会計に係る資金不足比率につきましては、

このたびの議会に報告しているとおりでありますが、各比率ともに前年度より低下してお
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り、特に将来負担比率については比率がなくなり、財政健全化が図られているという判断

ができるものでございます。 

 以上、平成２５年度各会計の決算概要をご説明いたしましたが、景気はアベノミクスに

よる大規模な金融緩和などに基づく円安、株高効果に支えられ、都市部や大企業では効果

があらわれております。しかしながら、地方の経済は引き続き厳しい状況で推移しており

ますことから、国は地方活性化に力を入れる予算編成を明確にし、地方を重視する姿勢が

強調され、期待をしておりますが、地方がみずから計画的に簡素で効率的な行財政運営に

努めることも求められております。このような状況の中、羽幌町の将来を見据えた公共施

設のあり方を問う公共施設マネジメント計画策定に取りかかりましたが、財政計画と一体

となって進めることが重要と考えております。これからもこのような取り組みに対し、住

民の意見を拝聴し、ご理解を得ながら、将来を見据えた健全財政を目指してまいります。 

 また、別途監査委員から決算審査が報告されますが、審査意見等も踏まえ、適正な行財

政運営を進めてまいりたく、これらの点もあわせて議会のご承認を賜りたく、よろしくご

審議くださいますようお願い申し上げまして、提案の理由とさせていただきます。 

〇議長（室田憲作君） 次に、発議第７号の提案理由は、平成２５年度羽幌町各会計の決

算を審査するため特別委員会を設置しようとするものであります。 

 お諮りします。ただいま一括議題となっております認定第１号から認定第８号について

は、発議第７号により、羽幌町議会委員会条例第４条の規定に基づき、全員の議員をもっ

て構成する羽幌町各会計決算特別委員会を設置し、同委員会に付託の上、審査することに

いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第７号は全員の議員をもって構成する羽幌町各会計決算特別委員会を

設置し、これに付託し審査することに決定しました。 

 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時１３分 

再開 午前１０時１３分 

 

〇議長（室田憲作君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 決算特別委員会の正副委員長の互選の結果、委員長に６番、磯野直君、副委員長に８番、

橋本修司君と決定したので、報告いたします。 

 

    ◎休会の議決 

〇議長（室田憲作君） お諮りします。 

 各会計決算特別委員会の決算審査のため、これから９月１９日まで休会いたしたいと思
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います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、これから９月１９日まで休会することに決定しました。 

 ただし、会議規則第１０条第３項の規定により、休会中であっても決算特別委員会終了

次第本会議を開きます。 

 以上で本日の議事日程は終了しました。休会して各会計決算特別委員会を開催いたしま

す。各会計決算特別委員会の審議状況に応じて、終了後速やかに本会議を再開することに

いたします。 

 

休会 午前１０時１４分 

再開 午後 ２時３５分 

 

〇議長（室田憲作君） 決算特別委員会の審議が定刻内に終了しましたので、会議規則第

１０条第３項の規定により会議を再開します。 

 

    ◎日程の追加 

〇議長（室田憲作君） これより認定第１号から認定第８号までを追加日程第１から追加

日程第８として、発議第８号及び発議第９号を追加日程第９及び追加日程第１０として、

意見案第４号から意見案第６号までを追加日程第１１から追加日程第１３として議題にし

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第１号から第８号までを追加日程第１から第８として、発議第８号及

び発議第９号を追加日程第９及び第１０として、意見案第４号から意見案第６号までを追

加日程第１１から１３として議題とすることに決定しました。 

 

    ◎認定第１号～認定第８号 

〇議長（室田憲作君） 追加日程第１、認定第１号 平成２５年度羽幌町一般会計歳入歳

出決算認定について、追加日程第２、認定第２号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業

特別会計歳入歳出決算認定について、追加日程第３、認定第３号 平成２５年度羽幌町後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について、追加日程第４、認定第４号 平成２５

年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、追加日程第５、認定第５号 

平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、追加日程第６、認定

第６号 平成２５年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、追加日程

第７、認定第７号 平成２５年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定について、
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追加日程第８ 認定第８号 平成２５年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定につ

いて、以上８件を一括議題とします。 

 本案については、本議会において羽幌町各会計決算特別委員会に付託した事件であり、

その審議結果について、会議規則第７７条の規定により、各会計決算特別委員会委員長か

ら報告を求めます。 

 羽幌町各会計決算特別委員会委員長、磯野直君。 

〇各会計決算特別委員会委員長（磯野 直君）  

平成２６年 ９月１８日 

 羽幌町議会議長 室 田 憲 作 様 

                           羽幌町各会計決算特別委員会 

                             委員長 磯 野   直 

委 員 会 審 査 報 告 

認定第１号 平成２５年度羽幌町一般会計歳入歳出決算認定について 

認定第２号 平成２５年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

認定第３号 平成２５年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

認定第４号 平成２５年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

認定第５号 平成２５年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

認定第６号 平成２５年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

認定第７号 平成２５年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定について 

認定第８号 平成２５年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について 

 本委員会に付託された上記事件の審議結果について、会議規則第７７条の規定により報

告します。 

記 

１ 付託された議会  平成２６年 ９月１８日 （第６回定例会） 

２ 委員会開催年月日 平成２６年 ９月１８日 

３ 審査の経過及び結果 

（１）地方自治法第２３３条第３項及び同条第４項に基づき監査委員から「決算審査意見

書」について説明を求めた。 

（２）理事者側（財務課長、建設水道課長）から決算書及び同認定資料について、それぞ

れ説明を求めた。 

   これらの説明は詳細になされ、委員会では本案件を慎重に審議した結果、水道事業

剰余金の処分、及び各会計ともに原案可決及び認定すべきと決定したので報告する。 

 以上です。 

〇議長（室田憲作君） 本案については、全議員の委員をもって構成する各会計決算特別

委員会において十分に審議が尽くされておりますので、質疑及び討論を省略することにし

たいと思います。これにご異議ありませんか。 



 - 48 - 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 これから認定第１号から認定第８号までの８件を一括して採決します。 

 本案に対する委員長の報告は、可決及び認定すべきとするものであります。 

 したがって、本案は、委員長報告のとおり可決及び認定することにしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、認定第１号から認定第８号までの８件については、委員長の報告のとおり

可決及び認定することに決定しました。 

 

    ◎発議第８号 

〇議長（室田憲作君） 追加日程第９、発議第８号 議員の派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。本町の懸案事項の要望、促進を図るため及び議員の研修並びに各委員会

の調査研究のため、本日より次期定例会までの間、本議会は必要と認められる事案につい

て道内外の関係機関に議員を派遣したいと思います。なお、派遣する議員については、案

件を勘案の上、その都度議長において指名したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第８号 議員の派遣については原案のとおり決定されました。 

 

    ◎発議第９号 

〇議長（室田憲作君） 追加日程第１０、発議第９号 各委員会の閉会中の継続調査及び

審査についてを議題とします。 

 各常任委員会及び議会運営委員会における閉会中の所管事項調査について、それぞれの

委員長から会議規則第７５条の規定により閉会中の継続調査の申し出がありました。 

 お諮りします。それぞれの委員長からの申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、発議第９号 各委員会の閉会中の継続調査及び審査については原案のとお

り決定されました。 

 

    ◎意見案第４号 

〇議長（室田憲作君） 追加日程第１１、意見案第４号 林業々木材産業の成長産業化に

向けた施策の充実々強化を求める意見書の提出についてを議題とします。 
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 本案について提案理由の説明を求めます。 

 ８番、橋本修司君。 

〇８番（橋本修司君） 意見案第４号 林業々木材産業の成長産業化に向けた施策の充実

々強化を求める意見書の提出について。 

 このことについて、別紙のとおり会議規則第１４条の規定により意見書を提出します。 

 平成２６年９月１７日提出。 

 提出者、羽幌町議会議員、橋本修司。賛成者、同じく、船本秀雄、同じく、小寺光一。 

林業々木材産業の成長産業化に向けた施策の充実々強化を求める意見書（案） 

 本道の林業々木材産業は、山村地域を支える基幹産業として発展し、雇用の確保、地域

経済の活性化などに大きく寄与してきた。 

 しかし、山村では、人口の減少と高齢化が急速に進みつつあり、近い将来、集落はもと

より、自治体の存続自体が危ぶまれる事態も想定されている。 

 一方、地球温暖化が深刻な環境問題となっている中で、二酸化炭素を吸収々固定する森

林々木材に対し大きな関心と期待が寄せられているが、我が国においては、化石燃料への

依存が高まっており、森林や木材が果たす役割はこれまで以上に重要となっている。 

 国は、こうした現状を踏まえ、平成２１年に「森林々林業再生プラン」を策定し、１０

年後の木材自給率を５０％以上とする目標を掲げ、豊かな森林資源を活用して効率的々安

定的な林業経営の基盤づくりを進めるとともに、木材の安定供給々利用拡大に必要な体制

を構築することとした。 

 このような中、道では、平成２１年度に国が創設した「森林整備加速化々林業再生基

金」を活用し、間伐や路網の整備、高性能林業機械の導入、さらには、木材加工流通施設

々木造公共施設の整備、木質バイオマスのエネルギー利用施設の設備など、森林資源の循

環利用の実現に向け、川上から川下に至る地域のさまざまな取り組みを支援してきたとこ

ろである。 

 この結果、トドマツやカラマツなど、人工林を主体とする森林の整備や、森林の整備に

伴って産出される木材の有効利用が進み、本道の木材自給率は全国の２倍以上の約６割に

達している。 

 今後、人工林資源が本格的な利用期を迎える中、こうした取り組みをさらに加速させ、

地域の特性に応じた森林の整備々保全を着実に進めるとともに、森林資源の循環利用によ

る林業々木材産業の成長産業化を実現するための施策の充実々強化を図ることが必要であ

る。 

 よって、国においては、次の事項を実現するよう強く要望する。 

記 

１ 森林の整備から木材の利用促進といった地域の多様な取り組みを支援するため、「森

林整備加速化々林業再生基金」の継続またはこれにかわる恒久的な支援制度を創設す

るなど、林野関連施設の充実々強化を図ること。 
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２ 国際的な気候変動対策の枠組みの合意ルールである森林経営による森林吸収量の算入

上限値３〄５％分を最大限確保するため、「地球温暖化対策のための税」の使途に、

森林吸収源対策を追加するなどし、森林整備の推進等のための安定的な財源を確保す

ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。 

 平成２６年９月１７日、北海道羽幌町議会議長、室田憲作。 

 意見書提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科

学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣。 

 以上であります。 

〇議長（室田憲作君） 議会の運営に関する基準により、質疑並びに討論は省略すること

とします。 

 これから意見案第４号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見案第４号 林業々木材産業の成長産業化に向けた施策の充実々強化を

求める意見書の提出については原案のとおり可決されました。 

 議長名をもって、それぞれの関係機関に要請することにいたします。 

 

    ◎意見案第５号 

〇議長（室田憲作君） 追加日程第１２、意見案第５号 ウイルス性肝炎患者に対する医

療費助成の拡充を求める意見書の提出についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 ６番、磯野直君。 

〇６番（磯野 直君）  意見案第５号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を

求める意見書の提出について。 

 このことについて、別紙のとおり会議規則第１４条の規定により意見書を提出します。 

 平成２６年９月１７日提出。 

 提出者、羽幌町議会議員、磯野直。賛成者、羽幌町議会議員、駒井久晃、同じく、平山

美知子。 

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（案） 

 我が国において、ウイルス性肝炎、特にＢ型々Ｃ型肝炎の患者が合計３５０万人以上と

されるほど蔓延しているのは、国の責めに帰すべき事由によるものであるということは、

肝炎対策基本法や「特定フィブリノゲン製剤及び特定血液凝固第Ⅳ因子製剤によるＣ型肝

炎感染被害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置法」、「特定Ｂ型肝炎ウイ

ルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法」でも確認されているところであり、国の
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法的責任は明確となっている。 

 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、現在、肝炎治療特別促進事業が行われてい

るが、対象となる医療が、Ｂ型々Ｃ型肝炎の根治を目的としたインターフェロン治療とＢ

型肝炎の核酸アナログ製剤治療に限定されているため、医療費助成の対象から外れている

患者が相当数存在するところであり、特に、肝硬変々肝がん患者は高額な医療費を負担せ

ざるを得ないだけでなく、就労不能の方も多く、生活に困難を来している。 

 また、肝硬変を中心とする肝疾患も身体障害者福祉法上の障害認定の対象とされている

ものの、医学上の認定基準が極めて厳しいため、亡くなる直前でなければ認定がなされな

いといった実態が報告されるなど、現行制度は、肝炎患者に対する生活支援の実効性が発

揮されていないとの指摘もなされているところである。 

 他方、特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法の制定時におい

て、「とりわけ肝硬変及び肝がん患者に対する医療費助成を含む支援のあり方について検

討を進めること」との附帯決議がなされたところであるが、国においては、肝硬変々肝が

ん患者に対する医療費助成を含む生活支援について、具体的措置が講じられていない状況

にある。 

 よって、国においては、肝硬変々肝がん患者は、毎日１２０人以上の方が亡くなってお

り、医療費助成を含む生活充実の実現は、一刻の猶予もない課題であることを踏まえ、次

の措置を講ずることを強く要望する。 

記 

１ ウイルス性肝硬変々肝がんに係る肝炎医療に対し、医療費助成制度を創設すること。 

２ ウイルス性肝疾患に係る障害認定の基準を緩和し、患者の実態に応じた障害者認定制

度とすること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。 

 平成２６年９月１７日、北海道羽幌町議会議長、室田憲作。 

 意見書提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣。 

 以上です。 

〇議長（室田憲作君） 議会の運営に関する基準により、質疑並びに討論は省略すること

とします。 

 これから意見案第５号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見案第５号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意

見書の提出については原案のとおり可決されました。 

 議長名をもって、それぞれの関係機関に要請することにします。 
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    ◎意見案第６号 

〇議長（室田憲作君） 追加日程第１３、意見案第６号 「手話言語法（仮称）」制定を

求める意見書の提出についてを議題とします。 

 本案について提案理由の説明を求めます。 

 ９番、駒井久晃君。 

〇９番（駒井久晃君） 意見案第６号 「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書の提

出について。 

 このことについて、別紙のとおり会議規則第１４条の規定により意見書を提出します。 

 平成２６年９月１７日。 

 提出者、羽幌町議会議員、駒井久晃。賛成者、羽幌町議会議員、金木直文、同じく、平

山美知子。 

「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書（案） 

 手話とは、日本語を音声ではなく手や指、体などの動きや顔の表情を使う独自の語彙や

文法体系をもつ言語である。手話を使うろう者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同

様に、大切な情報獲得とコミュニケーションの手段として大切に守られてきた。 

 しかしながら、ろう学校では手話は禁止され、社会では手話を使うことで差別されてき

た長い歴史があった。 

 ２００６（平成１８）年１２月に採択された国連の障害者権利条約には、「手話は言

語」であることが明記されている。 

 障害者権利条約の批准に向けて日本政府は国内法の整備を進め、２０１１（平成２３）

年８月に成立した「改正障害者基本法」では「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を

含む。）その他の意思疎通のための手段についての選択の機会が確保される」と定められ

た。 

 また、同法第２２条では国々地方公共団体に対して情報保障施策を義務づけており、手

話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を身に

つけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究することので

きる環境整備に向けた法整備を国として実現することが必要であると考える。 

 よって、北海道羽幌町議会は、政府と国会が下記事項を講ずるよう強く求めるものであ

る。 

記 

 手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を

身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究すること

のできる環境整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 平成２６年９月１７日、北海道羽幌町議会議長、室田憲作。 

 意見書提出先、内閣総理大臣。 
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 以上であります。 

〇議長（室田憲作君） 議会の運営に関する基準により、質疑並びに討論は省略すること

とします。 

 これから意見案第６号を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、意見案第６号 「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書の提出につい

ては原案のとおり可決されました。 

 議長名をもって、それぞれの関係機関に要請することにします。 

 

    ◎閉会の議決 

〇議長（室田憲作君） これで本日の議事日程は終了しました。 

 お諮りします。本定例会の会議に付された事件は全て審議を終了しました。したがって、

会議規則第７条の規定によって本日で閉会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇議長（室田憲作君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は本日で閉会することに決定しました。 

 

    ◎閉会の宣告 

〇議長（室田憲作君） これで平成２６年第６回羽幌町議会定例会を閉会します。 

（午後 ３時０１分） 

 


